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【研究内容の概要】

戸建住宅を対象とした、動滑車による変位増幅機構を利用した、大きな免震層変位
まで線形的な復元力特性を有する免震部材を開発しました。

コイルバネ付き動滑車を用いた免震構造およびそれを有する建築物

動滑車、変位増幅機構、コイルばね、免震構造、復元力キーワード
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特
徴
／
効
果

・ 動滑車の変位増幅特性を利用（動滑車の数により変位増幅率を調整可能）
・ 大きな免震層変位まで線形的な復元力が実現可能
・ 建物に生じるせん断力を軸力に変換して力を伝達

利
用
／
用
途

・ 戸建免震住宅への適用
・ 免震建物の過大変形対策への展開

デバイス分野

K005

KD1776

※ 鉛直荷重支持能力を有しないため、すべり支承など

他の免震部材と併用して使用する。
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水平変位(mm) 水平変位(mm)

コイルばね伸び(mm) ワイヤー張力(N)

動滑車2個の場合
ばねの伸び量は
水平変位の約1/4

線形的な挙動
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基礎側

上部構造側
水平変位

ワイヤーが引っ張られて
コイルばねが伸びる

地震時常時


